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 ①情報共有と課題解決を話し合う

 各種会議の開催



 円卓会議（不定期 年３～４回）

 会員会議（毎月開催）

みんぷくの活動



 ②関係機関との連絡・協議

 ・いわき市復興ボランティアセンター連絡会

 （いわき市・県いわき地方振興局・社会福祉協議会・

 みんぷくなどのＮＰＯ ／毎月開催）

 ・双葉郡８社協連絡会（毎月開催）

 ・ふくしま連携復興センター定例会

 ・福島県復興協働推進戦略会議 など

みんぷくの活動



 ③ 情報集約・発信～ニーズとシーズを結びつける

 ホームページの充実と更新

 月１万件のアクセス



 ＊全世界への発信のために、次の課題は英語版。



みんぷくの活動



 ④避難者向け情報誌「一歩一報」の発行

 ＮＰＯが運営する、市内４か所の交流サロンの広報

 誌を一本化し、６月から毎月発行。７号まで発行・配

 布ずみ。

 １７０００部を印刷。うち１００００部を双葉８町村の「町

 民便り」と一緒に避難者宅に郵送してもらっている。

みんぷくの活動



 ⑤支援者のスキルアップを図る研修会の開催

 １０／４「阪神・淡路大震災の被災者支援の経験に

 学ぶ」

 １０／２３「支援者スキルアップ研修会」

 １１／２２「第１回紛争解決学講座」

 １１／２７「雲南市の小規模多機能自治に学ぶ」

みんぷくの活動



研修会には毎回２～４０名が参加



みんぷくの活動

研修交流センターの設置



 ⑥ 防災・減災スタディツアーの受け入れ



 月１０件程度の受け入れ

行政・企業・大学・ＰＴＡなど多様な申込み

「３．１１の経験を全国へ 」

「地震・津波・原発事故連動型に備えた防災計画

づくりへ」



みんぷくの活動



１１月から２月までの実施・予約状況

№ 実施日（曜日） 時　間 団　体　名 案　内 人　数 会場 仲　介 旅行社・担当

1 11月4日（祝・月） 14:00～17:00 ウシトラ旅団 いわき市の現状 70 みんぷく 直接申し込み 赤池講話

2 11月8日（金） 事務所来訪 ウシトラ旅団 いわき市の現状 4 みんぷく 赤池対応 赤池講話

3 11月11日（月） 9:30～11:30 日吉本町 被災地視察と防災ツアー 21 直接申し込み 朝日旅行045-730-3381高橋

4 11月14日（木） 調整 渋谷区地域振興課 被災地視察と防災ツアー 62 直接申し込み 鵜沼さま

5 11月16日（土） 9:00～11:30 栃木ユース 支援活動 6名 みんぷく、仮設 ﾌｸｼﾏ環境未来基地

6 11月18日（月） 3時間 埼玉県消防団 災害時の消防団 30 観光復興支援 仮予約、皆川対応

7 11月19日（火） 10:00～10:30 四倉町内会 出張防災 15 四倉集会所 赤池、高梨

8 11月19日（火） 1:30～16:30 佐野市統計連絡会 現地視察中心 20 久ノ浜/薄磯 直接申し込み 八下田様　0283-20-3001

9 11月20日（水） 13:15～15:45 中原区町内会連絡協議会 災害時の町内会役割、教訓 33 丸克、ﾊﾜｲｱﾝｽﾞ泊 観光復興支援 090-7908-9193相沢携帯

10 11月23日（土） 10:30～12:00 沖縄 被災者支援と仮設住宅 中央台公民館 市民協働課 鴨係長依頼、高梨対応　PPT含む

11 11月25日（月） 10:00～13:30 横須賀衣笠地区連合 被災地視察と防災ツアー 29 みんぷく 地方振興局 市役所、池島様

13 11月26日（火） 9:30～12:00 余市消防本部 被災地視察と防災ツアー 20 弁当手配？ 日本旅行小樽支店 9:30宿に迎え

13 11月28日（木） 後日 福島県生涯学習課 コミュニティー再構築 いわき明星大 HP 県の依頼、武藤様

14 12月7日(土） 10:30～12:30 鴻巣市自治連合会 被災地視察と防災ツアー 40 HP 辰奴観光社、加藤0480-73-0512

15 12月9日（月） 9:00～11:30 東京JKスマイル㈱ 被災地視察と防災ツアー 22 塩屋崎H迎え HP 090-7270-4203　小田切

16 12月9日（月） 16:00～17:30 ウシトラ旅団 福島の現状 20 中国、韓国 南相馬NPO 富岡を平田さん案内

◎ 12月11日（水） 昼前後 伊藤様 ランチミーティング 1 赤池対応 森脇様紹介 ご寄付について

17 12月14日（土） 10:30～13:30 宇都宮大学 被災地視察と防災ツアー 28 弁当２４手配 HP 028-689-7135堀尾様

18 12月15日（日） 午前中 長野県松本校長会 被災地視察と防災ツアー 25 ららミュー送り 観光復興支援 　直接申し込み

◎ 2013/12/19（木） 13:30～ 定期総会 研修室

19 12月25日(水） 9:30～11:30 植田公民館 防災・減災の話 18 植田公民館 HP 市民講座

20 1月8日（水） 10:00～13:00 福岡修猷館高校 久ノ浜視察～防災講話 40 久ノ浜/みんぷく HP 学校庶務

21 １月9～10日（木金） 　午後～翌日 成城大学 出張講義 庄司先生 赤池、高梨泊出張

22 1月15日（水）16日（木） 調整中 ユニバーサルツーリズム ﾊﾜｲｱﾝｽﾞ、防災、水族館 10 みんぷく、かんぽ 観光庁 モニターツアー

23 1月18日（土） 調整中 栃木県議会議員 被災地視察と防災ツアー 未 みんぷく HP 横松氏支援者

24 2月15日（土） 調整中 久里浜消防団 被災地視察と防災ツアー 未 みんぷく 久里浜市議紹介 連絡待ち

25 2月20日（木） 9:30～14:00 千葉県計量管理協議会 久ノ浜視察～防災講話 25 久ノ浜/みんぷく HP 090-7728-1612河野さん

　 浜風商店街、事前FAX：0246-82-3236（宮本さん） 12月9日（月）１３時　事務局会議 　 　　12/10会員、理事会 0295-54-0304　旅行社　→

　



レクチャーの様子



 ⑧ 原発事故避難者といわき市民の交流・融和を進め

 る活動

 ・「まざりーな」 身近なところでの交流促進

 ・悪質な嫌がらせにおびえる避難者

 ・避難者の苦しみ悲しみに心を寄せるいわき市民

 の心を形にして表す。

みんぷくの活動



 ⑨ 事業実施体制

 （部会）

 借り上げ住宅支援

 防災・減災スタディツアー

 子供支援

 ＊来年はこれに加え、復興公営住宅支援部会

 を設置することとなった。

 （広報誌「一歩一報」編集委員会）

 （事務局７名体制）

みんぷくの活動



 ・原発事故被災者支援は３～４０年という、超長期の活
動となる模様

 ・これを担える体制作りが必要

 ・資金的に脆弱なＮＰＯが個々に対応していくことには、
おのずから限界がくる

 ・みんぷく結成は、この課題にこたえるもの。

 ・ＮＰＯの大同団結は必須課題。 行政の資金的援助も
入りやすくなる。

 ・みんぷくは、被災者支援ＮＰＯの中間支援組織であり
ながら、直接支援も増加していくだろう。

被災者支援ＮＰＯの課題



 いわき市では、災害復興住宅の建設が進行中

 早いところでは、２０１４年３月に入居開始。

 秋から冬にかけピークを迎える。

 １２月２４日が申込み締切となっている。（１５１２戸）

 しかし、避難者には迷いと不安が・・・「もう波の音が聞こ
える所には住みたくない」「不便なところでは外出もでき
ない」

 立ち遅れていた私たちの取り組み

２０１４年被災者支援は新たな段階へ
復興公営住宅への支援を準備しよう



 なぜか？

 （私の場合）

 ・元々住んでいた所の近くに建てられる災害復興住宅
を希望するのだろう。そうであれば地域とのつながりも
あるし、コミュニティづくりも難しくはないだろう、との思
い込み。

 ・同じいわき市内に住むわけだから、双葉郡の人たちよ
りは、生活再建は難しくないだろう、との２つの思い込み
があった。

 ・しかし家賃負担の問題 「ここが終の棲家になるのか」
という落胆 同じいわき市内とはいえ、知らないところで
の生活再建という不安感など、問題は山積している。7



 いわき市の災害公営住宅（地震・津波被災者向け）と

 復興公営住宅（原発事故避難者向け 県営で１８００
戸）の建設が同時並行で進む。

 第一の波は、災害公営住宅入居が始まる２０１４年春か
ら２０１５年春にかけやってくる。

 それにやや遅れて２０１５年冬にかけ復興公営住宅の入
居が始まる。

 ここに焦点をあてた、支援計画を立案し、関係機関と
の協議に入る。

 今までの支援とは質量ともの異次元の段階へ。



 ・どこで、どんなふうに生活を再建するのか、という個別

 の相談に丁寧に応じること 専門的スキルも必要で、

 従来の「傾聴」的カウンセリングに収まらない。

 ・災害・復興公営住宅での新たな自治組織の立ち上げ

 周辺住民との交流を促進する

 ・復興公営住宅は双葉郡８町村の住民が混住する。

 そこへのケアはどこが担うのか？双葉郡８町村には人
員的にそこまではできないだろう。ＮＰＯの活躍が期待
されるが、気の遠くなるような課題。

支援者に求められる今後の課題



 公教育 上下水道 福祉・介護 ゴミ回収 救急

 ・・・現業部門は、ほぼ避難先の自治体にお願いしてい

 る状態

 権利（住民サービスを受ける）と義務の関係で 、法律
の想定外の事態となっている。

そもそも双葉郡８町村は避難中の住民

へ、どの程度の住民サービスを提供し
ているのか？



 ①福島県は国策によって、甚大な被害が発生した。

 東電や電力会社と国は福島復興に無制限の援助を
7 すべし

 電気料金の無料化 免税地域とする 大幅な自治

 権を認める 介護報酬に大都市並み加算を

 など、日本が抱える課題解決を福島から

私の「暴論･激論・感情論」



 ②県民の分断対立を乗り越える。

 被曝者として福島県民は団結し、東電と国に賠償を

 要求しよう！（ねたんでいる場合ではない）

 闘争団の団長は県知事がなり、団結はちまきをして

 県民の先頭に立ち国会へ。



 ③ 問われているのは被曝地の復興

 なによりも健康被害の防止が最優先課題

 「大したことはなかった」「気にしすぎ」論は有害

 ④「放射能で汚染された物は双葉へ」

 現実的にはそれしかないのかもしれないが、またし

 ても双葉郡に犠牲を押し付け、のほほんとしている都市

 住民のエゴには腹が立つ。



 ④人類は原発を動かすことで、膨大な放射性物質を生み出
してしまった。たかだか数十年ウラン燃料で電気を起こして、
半減期数万年という放射性物質の管理を子孫におしつけて
しまった。今すぐに原発をとめても、その事態は変わりはない。

 福島は、「放射能との共存を強いられた地帯」として、世界に
発信すべき。世界はこれから次々と廃炉を迎える。それがど
んなに大変なことなのか、福島は身をもってそれを示すこと
になる。

 「未来は明るい」と無理して言わなくてもいい。

 「来てもらった人に元気になってもらわなくては」と考えなくて
もいい。

 私の好きな言葉「あきらめる」＝明らかにして極める



 死者 ３１０名 行方不明者 ３７名

 建物の被害

全壊 ７６９７棟

大規模半壊 ６９６３棟

半壊 ２３６３３棟

一部損壊 ４４９３２棟

いわき市の被災状況① ２/２０現在



＊市内へ避難しているいわき市民

仮設住宅 ３７９名 （４．３％）

借り上げ住宅８４１９名 （９５．７％）

合計 ８７９８名 ・・・・・A

＊市外へ避難しているいわき市民

７５３８名・・・・・・B

A+B=１６３３６名 （人口の約５％）

いわき市の被災状況② ２/２０現在



 （１）地震・津波の被災者の生活再建

 高台移転 区画整理等で住民合意が難航

 二重ローンの問題などの経済的負担が重い

 原発事故の問題がクローズアップされ、地震・津波

 被災者の問題が後景に退いている

 （反省を込めて）

いわき市の抱える問題



 （２）原発事故で多数の相双住民が避難してきている

 ２１９４２名（ １/１５現在）

 双葉８町村２１０９８名 南相馬市７９９名

 田村市２７名 川俣町２名 飯館村１６名



 仮設住宅：借り上げ住宅＝１：２ （入居者数）

いわき市の抱える問題



これを、東京都にあてはめると

 １１０万人が半年間に東京都に避難してき
た、という勘定になる。

いわき市には相当の負荷がかかっている
 ＊病院・介護のキャパオーバー

アパート借家がすべて満室 行政マンの疲弊

いわき市の抱える問題



 残念ながら、このことに不満を感じる市民もいる

 ＋

東電の賠償金の格差が「ねたみ」感情を。

いわき市の抱える問題







 分断と対立は、放置すれば危険な状態へ

 あつれきを解消し、住民融和・協働をいかに構築する
か。行政が取り組むことが困難で、NPO等が活躍すべ
きテーマとしてある。

いわき市の抱える問題



 （３）「仮の町」「町外コミュニティ」その姿は見えず。

 当初の「ニュータウン型」構想は事実上消滅

 現状では、小規模・分散型で進む線が濃厚

 ＊いわき市では、平成２５年度に２５０戸の県営復興

 住宅を建設する予定。

 公平性と緊急性で入居者が決められていく公算大

 高齢者・障がい者優先か。しかし住民助け合

 いが生まれずらい構造 阪神淡路の教訓は？

いわき市の抱える問題



 （４）長期化する避難生活で、健康状態の悪化が懸念さ

 れる。

 ＊イベントに出てくる人は中高年の女性ばかり。

 中高年男性のアルコール・ギャンブル・ひきこも

 り・うつ病が心配

 関係機関が必死で訪問活動を展開

 街中サロンも活発だが・・・・

いわき市の抱える問題



 （５）放射能汚染という現実

 線量は、南相馬や県北・県中よりは低いが・・・。

 ＊１時間あたり０．０９から０．１８マイクロシーベルト

 年間累積線量は、高いところで１．５ミリシーベ

 ルトくらいか。（ホットスポットを除く）

 しかし３．１１から１週間に放射性ヨウ素を含んだ

 放射能の雲が何度もいわき市を通過。

いわき市の抱える問題



 住民の自主的な食品や水、土壌の放射線検査、ホー
ルボディ検査が２年前より始まった。これに加え、甲状腺
検査にも取り組むＮＰＯが出始めた。

 何故？

 政治や行政発表への不信感が強い。ＳＰＥＥＤなどの放
射線情報が「パニックを招く」と「隠された」ことが決定的

 放射能汚染と復興との間のビミョー？な関係

いわき市の抱える問題



 新たな対立の火種

 「１００％の安全をこの目で確かめたい」

 「最悪を想定して、やれることはやりたい」

 「風評被害を広げるな」

 「復興の機運に水を差す気か」

 「考えすぎだ」

＊家族の間にも対立が・・・ 分断対立は深まるばかり

いわき市の抱える問題



 （６）医療・介護を必要とする人は増加の一途

 担い手は減少の一途

 ・・・・・・しかし事態は始まったばかり・・・

 労働人口の減少と高齢化社会という日本の将来を、１５
年早く私たちは見ているのかもしれない。

いわき市の抱える問題



 総じて「新しいコミュニティづくり」が課題

 ひとつの手段として、住民の下からの防災組織づくり・
防災活動が有効ではないか。

 「いのちを守るための助け合い」

いわき市の抱える問題


